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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第39期

第３四半期連結
累計期間

第40期
第３四半期連結
累計期間

第39期

会計期間

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　12月31日

自平成30年
　４月１日
至平成30年
　12月31日

自平成29年
　４月１日
至平成30年
　３月31日

売上高 （千円） 10,487,130 11,658,356 15,428,630

経常利益 （千円） 789,730 944,419 1,837,773

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 491,929 576,454 1,252,020

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 494,025 576,711 1,279,697

純資産額 （千円） 9,215,351 10,224,053 10,001,023

総資産額 （千円） 17,406,738 19,268,351 19,444,636

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 27.94 32.69 71.09

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 27.91 － 71.02

自己資本比率 （％） 52.1 52.3 50.6

 

回次
第39期

第３四半期連結
会計期間

第40期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成29年
　10月１日
至平成29年
　12月31日

自平成30年
　10月１日
至平成30年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 8.62 10.00

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第40期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容に重要な変更は

ありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1)財政状態及び経営成績の状況

a. 財政状態

　当第３四半期連結会計期間末における総資産につきましては、前連結会計年度末（以下「前期末」という。）に

比べ、176,284千円減少し、19,268,351千円となりました。

　前述を踏まえた資産、負債及び純資産の詳細につきましては、次のとおりであります。

　資産につきましては、流動資産は 1,854,339千円減少し、固定資産は 1,678,054千円の増加となりました。流動

資産の主な減少要因は、売上債権の回収により受取手形及び売掛金が減少したためです。固定資産の主な増加要因

は長期性預金の増加によるものです。

　負債につきましては、9,044,298千円となり、前期末比 399,314千円の減少となりました。流動負債は 547,563

千円減少し、固定負債は 148,249千円の増加となりました。流動負債の主な減少要因は、未払法人税等の減少によ

るものです。固定負債の主な増加要因は、受注増加に伴う長期前受収益の増加によるものです。

　純資産につきましては 10,224,053千円となり前期末比 223,029千円の増加となりました。主な要因は利益剰余

金の増加によるものです。

 

b. 経営成績

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出、生産活動は持ち直し、個人消費は穏やかに回復基調で

推移しました。

　こうした経済状況の下、当社グループのうち、ヘルスケア等ソフトウェア事業が属する介護・福祉・医療分野に

関するソフトウェア業界の事業環境は、今後、ますます高まっていく高齢者医療や介護のニーズに対応するため

に、「地域包括ケアシステム」をはじめ、「自立支援」や「介護予防」が推進されており、医療や介護の地域連携

を円滑に行なうためのＩＣＴ基盤整備の需要は、ますます高まってきております。

　受託開発等ソフトウェア事業における事業環境は、クラウド、ビッグデータ、セキュリティなど注目を集める分

野が多く、いかに収益化につなげていくかが今後の課題となっております。

　こうした事業環境の中、当第３四半期連結累計期間の連結売上高は 11,658,356千円（前年同期比 11.2％増）、

連結営業利益は 938,813千円（前年同期比 19.8％増）、連結経常利益は 944,419千円（前年同期比 19.6％増）、

親会社株主に帰属する四半期純利益は 576,454千円（前年同期比 17.2％増）となりました。

　セグメント別の経営成績は次の通りです。

①ヘルスケア等ソフトウェア事業

　ヘルスケア等ソフトウェア事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は 5,477,204千円（前年同期比7.3％

増）、セグメント利益は 937,211千円(前年同期比13.8％増)となりました。売上高は、主力製品である「ほのぼ

のＮＥＸＴ」のリプレイスや同商品の関連商品販売が順調だったこと等から増収、増益となりました。

②受託開発等ソフトウェア事業

　受託開発等ソフトウェア事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は 4,184,448千円（前年同期比8.2％

増）、セグメント利益は 180,556千円(前年同期比 22.8％増)となりました。売上高は、社会インフラ関連の需

要が堅調に推移したことから増収、増益となりました。

③ヘルスケアサービス事業

　ヘルスケアサービス事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は 1,316,589千円（前年同期比49.2％増）、セ

グメント損失は 27,606千円(前年同期は24,304千円のセグメント損失)となりました。訪問歯科診療サポート事

業や人材派遣事業の売上増加、及び平成29年７月31日にアルファフーズ株式会社を連結子会社としたことから増

収となりましたが、新規事業等の売上原価及び、販管費の増加により減益となりました。

④ＡＳＰ事業

　ＡＳＰ事業の当第３四半期連結累計期間の売上高は 680,114千円（前年同期比7.9％増）、セグメント利益は

35,324千円(前年同期は1,452千円のセグメント利益)となりました。売上高は、訪問看護の業務支援サービスを

中心に利用者が増加したことから増収、増益となりました。
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(2)経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4)研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は426,215千円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 70,000,000

計 70,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成30年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成31年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 17,854,968 17,854,968
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 17,854,968 17,854,968 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成30年10月1日～

平成30年12月31日
－ 17,854,968 － 1,346,385 － 1,303,885

 

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため

記載することができないことから、直前の基準日（平成30年９月30日）に基づく株主名簿による記載をして

おります。

①【発行済株式】

平成30年12月31日 現在
 

区　　　分
株式数
（株）

議決権の数
（個）

内　　容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　222,300
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,630,300 176,303

権利内容に何ら限定のない当社に

おける標準となる株式でありま

す。

単元未満株式 普通株式　　　2,368 － 同上

発行済株式総数 17,854,968 － －

総株主の議決権 － 176,303 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が800株含まれております。また、「議決

権の数」には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数８個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年12月31日 現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する

所有株式数の割合
（％）

エヌ・デーソフト

ウェア株式会社

山形県南陽市和田

3369番地
222,300 ― 222,300 1.25

計 － 222,300 ― 222,300 1.25

（注）当第３四半期会計期間末現在の自己株式は222,367株であります。

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は次のとおりであります。

（１）退任役員

役　名 職　名 氏　名 退任年月日

取締役

監査等委員
― 佐々木　弘 平成30年９月５日

 

（２）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性９名　女性－名（役員のうち女性の比率－％）
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年10月１日から平

成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,861,461 8,976,572

受取手形及び売掛金 ※１, ※２ 4,357,532 ※１, ※２ 3,128,440

商品及び製品 76,065 147,200

仕掛品 21,585 217,330

原材料及び貯蔵品 34,671 40,449

その他 540,325 527,179

貸倒引当金 △1,205 △1,078

流動資産合計 14,890,435 13,036,096

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 795,282 851,102

減価償却累計額 △220,095 △238,436

建物及び構築物（純額） 575,186 612,665

土地 237,360 237,360

その他 652,653 694,144

減価償却累計額 △427,050 △474,483

その他（純額） 225,602 219,660

有形固定資産合計 1,038,149 1,069,687

無形固定資産   

のれん 787,680 664,167

ソフトウエア 1,065,864 1,005,867

ソフトウエア仮勘定 210,465 98,138

その他 7,452 9,162

無形固定資産合計 2,071,463 1,777,337

投資その他の資産   

投資有価証券 146,456 135,979

長期預金 233,000 2,164,500

その他 1,065,140 1,084,760

貸倒引当金 △9 △8

投資その他の資産合計 1,444,587 3,385,230

固定資産合計 4,554,200 6,232,255

資産合計 19,444,636 19,268,351
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 426,546 449,091

短期借入金 19,000 70,000

1年内返済予定の長期借入金 77,224 35,406

未払法人税等 393,431 78,956

前受金 296,006 317,176

前受収益 1,837,415 1,924,214

賞与引当金 593,518 298,653

役員賞与引当金 30,200 24,743

その他 1,234,971 1,162,508

流動負債合計 4,908,313 4,360,750

固定負債   

長期借入金 33,904 13,912

退職給付に係る負債 612,996 654,930

長期前受収益 3,595,983 3,770,513

その他 292,415 244,191

固定負債合計 4,535,298 4,683,547

負債合計 9,443,612 9,044,298

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,346,385 1,346,385

資本剰余金 1,447,565 1,447,565

利益剰余金 7,254,335 7,478,137

自己株式 △132,201 △132,241

株主資本合計 9,916,084 10,139,846

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 10,049 2,775

退職給付に係る調整累計額 △82,446 △74,115

その他の包括利益累計額合計 △72,397 △71,340

非支配株主持分 157,336 155,547

純資産合計 10,001,023 10,224,053

負債純資産合計 19,444,636 19,268,351
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

売上高 10,487,130 11,658,356

売上原価 6,551,487 7,246,119

売上総利益 3,935,642 4,412,237

販売費及び一般管理費 3,151,980 3,473,423

営業利益 783,662 938,813

営業外収益   

受取利息 3,697 1,342

受取配当金 1,173 2,135

その他 9,664 12,115

営業外収益合計 14,534 15,593

営業外費用   

支払利息 6,073 4,226

その他 2,393 5,761

営業外費用合計 8,466 9,988

経常利益 789,730 944,419

特別利益   

固定資産売却益 2,168 －

新株予約権戻入益 7,356 －

収用補償金 5,554 －

補助金収入 － 4,981

特別利益合計 15,079 4,981

特別損失   

固定資産除却損 873 1,128

投資有価証券評価損 3,492 －

ソフトウエア除却損 1,840 －

特別損失合計 6,205 1,128

税金等調整前四半期純利益 798,603 948,271

法人税、住民税及び事業税 316,470 372,617

四半期純利益 482,133 575,654

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △9,796 △799

親会社株主に帰属する四半期純利益 491,929 576,454
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年12月31日)

四半期純利益 482,133 575,654

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2,947 △7,273

退職給付に係る調整額 8,944 8,330

その他の包括利益合計 11,892 1,057

四半期包括利益 494,025 576,711

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 503,821 577,511

非支配株主に係る四半期包括利益 △9,796 △799
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【注記事項】

（連結の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、「法人税、住民税及び事業税」に含めて表示しております。

 

(追加情報)

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　売上債権流動化に伴う遡及義務は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成30年12月31日）

 30,286千円 15,338千円

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成30年12月31日）

受取手形 5,467千円 530千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりであ

ります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日）

減価償却費 616,088千円 609,217千円

のれんの償却額 113,179 123,512
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

　 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月23日

定時株主総会
普通株式 175,370 10 平成29年３月31日 平成29年６月26日 利益剰余金

平成29年11月10日

取締役会
普通株式 132,244 7.5 平成29年９月30日 平成29年12月５日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

　 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月26日

定時株主総会
普通株式 220,407 12.5 平成30年３月31日 平成30年６月27日 利益剰余金

平成30年11月９日

取締役会
普通株式 132,244 7.5 平成30年９月30日 平成30年12月５日 利益剰余金

（注）平成30年６月26日定時株主総会決議による１株当たり配当金額の内訳は、普通配当が10円、記念配当が2.5円

であります。

 

EDINET提出書類

エヌ・デーソフトウェア株式会社(E05548)

四半期報告書

13/19



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
ヘルスケア等
ソフトウェア
事業

受託開発等
ソフトウェア
事業

ヘルスケア
サービス事業

ＡＳＰ事業 計

売上高        

外部顧客への

売上高
5,106,247 3,867,967 882,361 630,553 10,487,130 － 10,487,130

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

47,555 320,496 1,149 61,743 430,944 △430,944 －

計 5,153,803 4,188,463 883,510 692,296 10,918,074 △430,944 10,487,130

セグメント利益又は

損失(△)
823,555 147,000 △24,304 1,452 947,703 △164,041 783,662

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△164,041千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△159,989千

円、セグメント間内部取引△4,052千円であります。全社費用は、本社管理部門に係る費用であります。

　　　２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　「ヘルスケアサービス事業」において、アルファフーズ株式会社の全株式を取得し、新たに連結の範囲に

含めております。

　当事象によるのれんの増加額は、第３四半期連結累計期間において262,455千円であります。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
ヘルスケア等
ソフトウェア
事業

受託開発等
ソフトウェア
事業

ヘルスケア
サービス事業

ＡＳＰ事業 計

売上高        

外部顧客への

売上高
5,477,204 4,184,448 1,316,589 680,114 11,658,356 - 11,658,356

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

3,873 228,318 444 73,697 306,333 △306,333 -

計 5,481,077 4,412,767 1,317,033 753,811 11,964,690 △306,333 11,658,356

セグメント利益又は

損失(△)
937,211 180,556 △27,606 35,324 1,125,486 △186,672 938,813

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△186,672千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△190,440千

円、セグメント間内部取引3,767千円であります。全社費用は、本社管理部門に係る費用であります。

　　　２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失またはのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 27円94銭 32円69銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
491,929 576,454

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
491,929 576,454

普通株式の期中平均株式数（株） 17,603,776 17,632,617

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 27円91銭 －

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 24,228 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

――――― ―――――

（注）当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。
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（重要な後発事象）

　当社は、平成31年２月７日開催の取締役会において、いわゆるマネジメント・バイアウト（ＭＢＯ）（注）の

一環として行われる株式会社ジェイ・ケイ・イー（以下「公開買付者」といいます。）による当社の普通株式

（以下「当社株式」といいます。）に対する公開買付け（以下「本公開買付け」といいます。）に関して、賛同

する意見を表明すること、また、当社の株主の皆様に対しては、本公開買付けへの応募を推奨することを決議い

たしました。

　なお、当該取締役会決議は、公開買付者が本公開買付け及びその後の一連の手続により当社を完全子会社とす

ることを企図していること、並びに、当社株式が上場廃止となる予定であることを前提として行われたもので

す。

（注）「マネジメント・バイアウト（ＭＢＯ）」とは、公開買付者が、対象者の役員である公開買付け（公開

買付者が対象者の役員の依頼に基づき公開買付けを行う者であって対象者の役員と利益を共通にする者で

ある公開買付けを含む。）のことをいいます。

 

１．公開買付者の概要

 

（1） 名称 株式会社ジェイ・ケイ・イー

（2） 所在地 東京都新宿区下宮比町1番4号

（3） 代表者の役職・氏名 代表取締役　　長谷川　英司

（4） 事業内容 当社の株券等の取得及び所有

（5） 資本金 125,000円（平成31年２月８日現在）

（6） 設立年月日 平成30年12月20日

（7） 大株主及び持株比率 合同会社ジェイ・ヴイ・エー 100.00％

（8） 当社と公開買付者との関係

 資本関係
公開買付者は、当社株式を100株（所有割合 0.00％）

所有しております。

 人的関係 該当事項はありません。

 取引関係 該当事項はありません。

 関連当事者への該当状況 該当事項はありません。

 

２．本公開買付けの概要

（1）買付け等の期間　平成31年２月８日（金曜日）から平成31年３月25日（月曜日）まで（30営業日）

 

（2）当社株券等の買付け等の価格　普通株式１株につき、金1,700円

 

（3）買付予定の当社株式の数

買付予定数 17,632,501株

買付予定数の下限 11,755,000株

買付予定数の上限 設定しておりません。

 

（4）公開買付開始公告日

　　 平成31年２月８日（金曜日）

２【その他】

　平成30年11月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ） 配当金の総額 132,244千円

（ロ） １株当たりの金額 7.5円

（ハ） 支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成30年12月５日

（注）平成30年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

平成31年２月14日

エヌ・デーソフトウェア株式会社

　　　　　　　取 締 役 会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
 
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 田村　　剛　 　印

 

 
指定有限責任社員
 
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 宮澤　義典　 　印

 
 
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエヌ・デーソフ

トウェア株式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成30年10

月１日から平成30年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年12月31日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エヌ・デーソフトウェア株式会社及び連結子会社の平成30年12月31日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

強調事項

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成31年２月７日開催の取締役会において、会社の普通株式に対する

株式会社ジェイ・ケイ・イーによる公開買付けに賛同の意見を表明すること、及び会社の株主に対して本公開買付けへの

応募を推奨する旨を決議している。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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